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現在、私達の教室内の空気は窓を開けて行う自然換気
と呼ばれる換気方法で入れ替えている。自然換気には
様々な特徴があるので、それぞれの天気や気温、季節
などによって最も良い換気方法を見つけ、学校生活を
より良くしようと考えた。 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●今回の模型の材料
材料：100均のカゴ、
　　　ガムテープ
　　　クリアファイル

●実験方法

3．材料と方法
　 
    
 

④教室で実践し
二酸化炭素濃度を

測定、分析

　②煙の抜け方
時間を窓の開け方を

変えてを測る

 ③何度もこの工程を    
繰り返し,効率の良いパ

ターンを選出

①線香を用いて、先
ほど紹介した模型内
に煙を溜める（５分

間）

各教室に配置してある教室の
CO₂濃度変化を測る装置を使っ
て測っていく

結果

※模型内に線香をためる時は内側に直接線香を置くと発
火の危険性があるため小皿の上に置いてためる

考察

V　1分38秒（煙多め）　　X　38秒（煙少なめ）　　M　1分
32秒（煙多め）

開け方 １ ２ ３ ４ ５ ６

秒数(s) 92 98 95 88 105 101

M→１　　V→２　　X→３　　全開け→４　　　廊下全開け→５　　外側全開け→6
９２　　      98　　９５　　　　８８　　　　　　１０５　　　　　　 101

２. 事前調査
厚生省：効果的な換気についてより
・必要な換気量（一人当たり換気量30m3/時を目安）を確保する
ため、二酸化炭素濃度を概ね1,000ppm以下に維持
・機械換気により下記の換気量の目安が確保できない場　　合、
出来るだけ２方向の窓を常時開放する
　　　　↑
常時開放の条件を考え私達にとって最適な換気方法を考察す
る

 

効率という面から見るとやはりすべて開けるのが１番煙
の出る効率が良いとわかった。
また、片側だけ開けるなどの極端な開け方以外は思った
よりも差がなかった。
このことより状況に合った適切な開け方があると考えた。
例えば、冬ならば比較的効率の良かった開け方３の方法
を使って短時間で空気を入れ替えるなど …
夏ならエアコンを使うことが多いので窓を小さく開けて継
続的に換気するなど
結果として差があまりなかったため、状況に応じて適した
開け方を使い分けていくのが良いという結論に至りまし
た。
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